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夕J 口

1.本書は長野県諏訪市市内遺跡の平成 24年度発掘調査報告書である。

2.調査は諏訪市教育委員会が調査主体者となり、教育委員会の編成する諏訪市遺跡調査団が行った。

3.現地調査期間は遺跡ごとに記載した。整理作業は平成 24年 12月 から平成 25年 3月 まで、諏訪市埋蔵文

化財整理室で行った。

4.本文中における水糸レベルは可能な限り絶対標高を使用している。

5.現場における記録と整理作業の分担は次の通りである。遺構等実測…児玉利―・赤堀彰子・古畑しずゑ

遺物水洗 。注記…赤堀・古畑 遺物実測・写真撮影…児玉 トレース…田中総・児玉
6.本書の編集は諏訪市教育委員会事務局が担当した。

7.各遺跡の調査記録は諏訪市教育委員会で保管している。略称・出土遺物の注記は以下の通りである。

ミシャグチ平遺跡…MSHD2 中道遺跡…NKM5 大安寺遺跡…S MD12・ SMD13
南沢遺跡…M IN2 昼タタエ遺跡…HITT 千鹿頭社遺跡…S TKA10。 S TKAll
西沢遺跡…NSIZ 大和遺跡…OWA2 漆垣外遺跡…URG5 ジヤコッパラh7遺跡… J KP7‐ 2
8.遺構番号について、竪穴建物跡 (住居跡)については過去の調査時から連続する番号とし、それ以外に

ついては調査区ごと1号から付している。

9。 発掘調査および報告書作成に際し、下記の方々をはじめ多くの方々にご指導 。ご協力を得た。記して感

謝申し上げる。(順不同、敬称略)

矢崎勇 矢崎等 矢崎範子 笠原建 関一重 濱幸彦柿澤一雄柿澤克樹 瀧澤和登 関洋治 竹松政宏

平出訓男 花岡正明小口信行 春宮真 宮坂勝太 大建工業株式会社 五味裕史 中島透株式会社大同建設
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I 市内遺跡発掘調査について

1 今年度の発掘調査

諏訪市内には現在 240箇所以上の埋蔵文化財包蔵地が確認されている。これらの遺跡内における開発行為

は例年発生しているが、以前に多かった規模の大きな開発事例は年々少なくなり、最近では個人住宅などの

小規模なものが主体となっている。諏訪市教育委員会ではこれらの開発行為に迅速に対応するため、諏訪市

遺跡調査団を編成し、国庫補助事業として「市内遺跡発掘調査等事業」を実施し、埋蔵文化財の保護を図っ

ているところである。

本年度は埋蔵文化財包蔵地内での開発行為に伴う発掘届および通知の提出は 25件あった。昨年度と比べ

やや増加し、近年では最も多い件数となった。これらのうち、7件について試掘・確認調査を実施、2件に
ついて記録保存調査を実施し、それぞれ成果を挙げることができた。ここにその内容について報告したい。

なお、中道遺跡第 5次調査について発掘届の提出は平成 23年度にあった。ジャコッパラh7遺跡について
は文化財保護法第 99条により開発予定地内の試掘調査を実施した。また、ミシャグチ平遺跡第 2次調査に
ついては、平成 23年度市内遺跡発掘調査等事業での実施だが、調査が 3月実施のため『市内遺跡発掘調査

報告書 (平成 23年度)』 |こ収録出来なかった。よって本書に収録し報告する。

・補助事業決定の経過 (抄 )

平成 24年 2月 10日 付け23生学文第 87号

平成 24年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付申請書 市内遺跡発掘調査等事業 (国庫)
平成 24年 4月 10日付け24庁財第 13号 (24教文第 1-18号 )

平成 24年度国宝重要文化財等保存整備費補助金交付決定通知 市内遺跡発掘調査等事業 (国庫)

2 調査組織

諏訪市遺跡調査団

団  長  小島 雅則 (諏訪市教育委員会 教育長)
目J団 長  高見 俊樹 (諏訪市教育委員会 教育次長)

宮坂 光昭 (諏訪市文化財専門審議会 委員)
調査担当  児玉 利― (諏訪市教育委員会 学芸員)
調査団員 (調査参加者) 赤堀 彰子・古畑 しずゑ
事務局

事務局長  亀割 均  (諏訪市教育委員会生涯学習課 課長)
事務主幹  田中 総  (諏訪市教育委員会生涯学習課文化財係 係長)
事務局員  関沢 佳久・児玉 利― (諏訪市教育委員会生涯学習課文化財係)
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第 1図 平成 24年度調査遺跡位置図 (S=1/50,000)
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Ⅱ ミシャグチ平遺跡 (第 2次 )

1.所在地  諏訪市四賀 5875-2・ 5
2.調査期間 平成 24年 3月 14日 ～ 15日

3.調査面積 4だ
4.調査 目的 個人住宅建設に先立つ試掘確認調査

第 2図  ミシャグチ平遺跡位置図 (S=1/5,000)

8.調査概要
ミシャグチ平遺跡は諏訪盆地東側の山裾、四賀普門寺地区内を流れる赤津川が形成 した扇状地上に

位置する (第 2図 )。 四賀地区最大規模の遺跡 とみられ、諏訪社大祝の祖、有員の居館があった場所と

の言い伝 えもある。過去に弥生時代中期後半頃の ものとみ られる有孔石剣が発見 され、大正 13年

(1924)刊行の『諏訪史』第 1巻 にも紹介 されているなど、古 くから遺跡の存在は知 られていた。また、

詳細が不明ながら弥生時代中期から後期の上器や、蛤刃・片刃の磨製石斧や磨製石鏃、合口土器棺 も

出土 したという。過去に試掘調査が 1回行われているが遺構検出は無 く、遺跡の全容は不明である。

今回、遺跡範囲西側扇央部で個人住宅建設があ り、事前に遺構の有無確認のための試掘調査を行った。

2m× 2mの試掘坑を 1箇所設定 し人力により掘 り下げを行った (第 3図 )。 その結果、地表下約 1.Om

の黒色土層内で硬化面を検出し、遺物包含層 より縄文時代から平安時代の各時代の遺物が出上 した (第

4図 )。 硬化面は西端にのみ見られ平面で遺構の掘 り込みなどは捉えられなかった。硬化面を断ち割 り

5.調査担当 児玉 利一

6.検 出遺構 硬化面

7.出土遺物 土器・石器 (縄文～平安 )

ノ狸
熙`く,!

0       100m
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区化面
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第 3図 調査区位置図 (S=1/400)

2

″焦

グリッド北整断面

層  色調  上質  粘性  しまり    混入物/その他
I 暗褐  細かい あり   なし  表上、畑耕作土
2 晴褐  細かい あり  なし  撹乱
3 褐   IIRい   ややあり なし  造成上、ガラス・ビニール等含
4 暗掲  細かい あり  あり  黄 赤色粒・小石合
S 黒   細かい あり   あり   遺物包含層、黄 赤色粒含
6 黒   細かい あり   あり   券大石多量、黄‐赤色粒含

第 4図 グリッド北壁断面図 (S=1/60)

一一一Ｍ
0                   1 0cm

第 5図  ミシャグチ平遺跡出土遺物 (S=1/3)

掘り下げていつたが黒色上が続いていき、ローム層まで達することが出来なかった。ただし、硬化面より下

層には遺物は出上しなかった。住宅建設の予定掘削深度が硬化面より上層でおさまることから遺構の保護は

可能と判断し、調査を終了した。

出土遺物は縄文時代のものがわずかに含まれるが、主体は弥生時代後期から古墳時代にかけての上器で、

奈良・平安時代の遺物もわずかに出上した。第 5図 1は赤色塗彩された鉢である。内外面全てを赤彩し外面

は縦方向のミガキを丁寧に行う。内面は横方向に細かくナデ調整している。口縁付近に焼成前穿孔の小穴が

2つ開く。2は壷の頸部の破片である。細かな櫛描波状文が施文され、文様が無い部分は赤彩されている。

外面は細かくミガキ、内面はナデ整形される。3は甕の口縁部である。外面は櫛描波状文が施文され、内面

は横方向に密にミガキが施されている。1から 3は弥生時代後期前半のものである。4は古墳時代前期初頭

にみられるS字奏の口縁部小片である。体部は斜め方向にハケ整形され、口縁は屈曲させる。器厚が薄く鉱

物粒子が多く含まれる。東海地方からの搬入品と思われる。このほか、古墳時代中期の土師器高杯や平安時

代の須恵器凸帯付四耳甕が出上している。

検出された硬化面は竪穴建物跡の床面とも思われるものであつたが、調査区の拡張が行えなかったことと

黒色土中のため判別が難しく、断定はできなかった。1や 2の上器は丁寧なミガキ調整と赤色塗彩がされて

いる特徴から、東・北信地方を中心に出土する箱清水式上器であるとみられる。今回の調査結果から、ミシャ

グチ平遺跡では弥生時代中期後半から後期前半にかけての集落が推定され、過去に石剣が出土していること

とも絡めて考えると、市内の弥生時代集落でも質・両ともに最も豊富といえる遺跡である。包蔵地範囲内は

旧道沿いに住宅が密集しているが畑地もまだ多くあり、今後の開発行為にあたっては注意を払っていきたい。

調査グリッド

-4-



Ⅲ 中道遺跡 (第 5次 )

1.所在地  諏訪市豊田中道 3431-1ほか
2.調査期間 平成 24年 4月 16日 ～ 17日
3.調査面積 8だ

4.調査目的 個人住宅建設に先立つ試掘確認調査

0          100m

一第 6図 中道遺跡位置図 (S=1/5,000)

8,調査概要

中道遺跡は守屋山麓の裾野にあたる諏訪湖西岸に位置する縄文時代から古代にかけての遺跡である

(第 6図 )。 周囲には十二ノ后遺跡や千鹿頭社遺跡、清水遺跡、大安寺遺跡などの集落遺跡が知られており、

本遺跡を含めた一帯の遺跡群である。しかしながら中道遺跡では過去 3度の調査で遺構の検出はなく、遺跡

の詳細については分かっていない。

今回、県道諏訪辰野線の有賀峠登 り口に位置する畑地で個人住宅建設予定があり、事前に試掘調査を実施

した。対象地内に 2m× 2mグ リッドを 2箇所設置し掘 り下げを行った (第 7図 )。 その結果、表土下は盛土

造成土と旧水田土が確認されたが遺構などは検出されなかった (第 8図 )。 また、遺物も出土していない。

今回の調査地点は広い扇状地のなかでもやや谷状に窪み、また、東端の最も低い位置にあたることから遺構

分布は無いないものと考えられる。これまでの調査所見もあわせると、本遺跡の主体部分は西側上方に展開

しているものと考えられる。今後の調査によりさらに明確にしていきたい。

第 7図 調査区位置図 (S=1/400)醍
″埒

ｒ
　
／

(;

清水古

F>

5。 調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 なし

7.出土遺物 なし

I

2

3

0          1m

7701m

lG北壁|lr.面

居  色調  上質  粘性  しまり    混入物/その他
1 暗茶褐  細かい なし  なし  表上、畑lll作上
9 黄褐  粗い  なし  硬くしまる黄色砂質
3 暗灰  粗い  ややあり あり   砂質、水分あり、水厨土

第 8図 1グ リッド北壁断面図 (S=1/40)
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Ⅳ 大安寺遺跡 (第 12次 )

1.所在地  諏訪市湖南境注連 7182-5・ 18・ 19

2.調査期間 平成 24年 5月 16日 ～ 17日

3.調査面積 10∬

4.調査目的 個人住宅建設に先立つ試掘確認調査

5.調査担当 児玉

6.検出遺構 なし

7.出土遺物 土器、

利一

石器 得嘔文～中世 )

8.調査概要

大安寺遺跡は諏訪湖南西の守屋山塊末端部広がる集落遺跡である (第 9図 )。 北東から東向きの緩斜面で、

遺跡南側に中ノ沢川が流れており扇状地を形成している。遺跡の大半は畑地であるが宅地化も進んできてい

る。西側の中央自動車道を境として本城遺跡となり、多くの遺構が検出されている。過去 11度の調査が実

施され、縄文時代中期から後期、弥生時代後期の竪穴建物跡が検出されている。特に縄文時代後期の遺構・

遺物が多い。

今回、遺跡範囲南端の中ノ沢川沿いに位置する畑地を造成し個人住宅を建設することとなり、事前に試掘

調査を実施した。対象地内に南北にトレンチを設定し重機により掘 り下げを行った (第 10図 )。 その結果、

1ト レンチでは少量の遺物が出上したものの、遺構は検出されなかった。大きな岩がいくつもあり、二次堆

積ロームが厚 く堆積していることが確認された (第 11図 )。 斜面上方は 2ト レンチとして設定し掘り下げを

開始したが、過去に切土造成されており 10cm程度の表土直下が二次堆積ローム上であり、遺構などは無い

と判断された。調査区全体では縄文土器と黒耀石剥片数点、内耳鋼片が出上した。当該地は大安寺遺跡のな

かでも集落の末端か外側になるような土地であるとみられる。ただし、周辺には古墳が点在しており今後も

注意して調査にあたりたい。

第 10図 調査区位置図 (S=1/600)

i

2
3

0       100m
l一

第 9図 大安寺遺跡位置図 (S=1/5,000)

0                 1m

l帝百壁断面

周  色調  士質  F14性   しまり    混入物/その他
1  黒掴  細かい なし  なし  表土、畑耕作士
2 黒   やや粗いなし  ややあり 黄・褐色柱含、やや砂質
B 暗黄掲  狛Ⅱかい なし  なし  ローム漸移層

第 11図  1ト レンチ西壁断面図 (S=1/40)
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V 南沢遺跡 (第 2次 )

1.所在地  諏訪市元町 5767-1,7・ 8
2.調査期間 平成 24年 6月 11日

3.調査面積 6だ

4.調査目的 集合住宅建設に先立つ試掘確認調査

8.調査概要

南沢遺跡は諏訪湖東側の角間川左岸に広がる扇状地上、西向き緩斜面に位置する (第 12図 )。 上流に

は若宮 。穴場・唐沢などの集落遺跡があり、東側の台地上には一時坂古墳などがある。また、遺跡付近

は正願寺 。貞松院・高国寺など寺院が密集 してお り墓地も多い。また、早 くから宅地化が進み田畑地は

ほぼみられない。1993年 に 1度試掘調査が実施されてはいるが、遺跡の範囲・性格 とも不明である。

今回包蔵地範囲の南側で集合住宅建設があり、事前に試掘調査を行った (第 18図 )。 1・ 2層の表上下

には過去の水田土があり、90cm下 あたりから暗灰色の泥質上、さらに 140cm下層には白色の粘土質の

土層が 10cm程度の厚さで全体に確認された (第 14図 )。 4層 と 5層の境では樹木片 (木材片か)が出

土 した。細い枝のようなものや棒状のものもみられたが、人工的なものかは判別できなかった。遺物は

3・ 4層からミガキ暗文の入る土師器杯の破片、内面黒色処理された土師器が数点出土した。時代は古墳

時代と平安時代がある。地下水位が高いため表上下 60～ 70cmよ り湧水があり、2mま で掘 り下げたが

水没 してしまうほどに水量があった。当該地は低地部に近かったが遺物が出土することから遺構が存在

する可能性もあり、今後も注意を払いたい。

第 13図 調査区位置図 (S=1/600)

780 5m

2 黄褐  細かい ややあり ややあり 造成上
3 暗掲  細かい あり   ややあり 水口上
4 暗灰  細かい あり   ややあり 5層境で木お】等含、湧水
5  白   細かい あり   ややあり 為i土質、綴社質物質含
6 黒   細かい あり   ややあり 粘土質、腐薬植物含、湧本

0          100m

ー
第 12図 南沢遺跡位置図 (S=1/5,000)

ンチ西壁断面図 (S=1/40)

5。 調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 なし

7.出土遺物 土器 (古墳～平安)

審|!!!i撞詠
卜ゝ

御幣平 A遺跡

:   :
トレンチ

2

3

4

6

第 14図  トレ
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Ⅵ 昼タタエ遺跡 (第 1次 )

1.所在地  諏訪市四賀山崎 4317-1

2.調査期間 平成 24年 6月 18日 ～ 20日

3.調査面積 8�

4.調査目的 賃貸住宅建設に先立つ試掘確認調査

8.調査概要

昼タタエ遺跡は別名別沢遺跡とも言い、四賀桑原地区の仏法紹隆寺のある扇状地扇央部に位置する (第

15図 )。 別沢川に起因する扇状地は仏法紹隆寺あたりから昼タタエ遺跡までは緩やかな斜面であり、遺跡よ

り西側は傾斜がやや急になり低湿地に下り至る。遺跡名称は諏訪神社上社の「昼湛えの神事」が行われた場

所とされていることに由来する。

包蔵地範囲外側の宅地において戸建の賃貸住宅の建設計画があり、範囲確認のための試掘調査を行った。

対象地内に2m× 2mの試掘坑を東西に2箇所に設定し掘り下げを行った (第 16図 )。 1グリッドは切土造成

され撹乱も受けていた。遺物が少量出上したが遺構は確認されなかった。2グ リッドは斜面下方にあたり、

黒色土が約 lm堆積していた。表上下より遺物出土は多く、やや砂質のローム層まで掘り下げたところ、遺

構平面が複数切り合いながら確認された (第 17図 )。 グリッド北東隅で土師器高杯と小型重が積み重なって

出土した。一番下に斐の体部と脚部の無い土師器高杯身があり、その上に完形の上師器高杯が逆位で乗り、

さらにその上に土師器小型重が乗っていた。調査期間の都合で調査区の拡張がわずかしか行えず遺構の性格

は明確にし得なかったが、意図的に配されたことは確かであり、供献祭祀的な性格も想起されるものである。

遺構覆土や包含層中からは個体復元できない土師器高杯片が定量出土しており、甕・壷の破片も多くある。

遺物の年代は古墳時代中期 5世紀後半とみられる。

出土遺物は縄文時代と弥生時代の遺物は数点出土、中心は古墳時代中期遺物で平安時代遺物が包含層(3層 )

に集中して出土した。第 18図 1は逆位で検出された土師器高郭である。ほぼ完形である。身部は黒斑のよ

うな黒色で歪みがある。ハケ整形したのち内外面とも放射状にミガキ暗文がまばらに入れられる。外面は底

部と体部の境で粘土只占り付けによる段をつけている。器面は発砲したような九い凹凸がある。脚部はハの字

に広がり端部はさらに外反させている。外面にまばらにミガキ暗文を施す。

0          100m

一第 15図 昼タタエ遺跡位置図 (S=1/5,000)

5.調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 土器集中、竪穴

7.出土遺物 土器 (縄文～平安 )

家 屋
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第 16図 調査区位置図 (S=1/400)



第 17図 2グリッド遺構図

2 暗褐   絶い  なし  あり  月ヽ石含
3 黒lB  細かい ややあり ややあり 遺物包含層 (古墳～平安中心)
4 黒掲  細かい ゃやあり ややあり 養 赤色粒、炭イヒ物含、遺構か
5 黒褐  細かい ややあり ややあり 遺物出土 黄色粒減、避構か
6 黄褐  粗い  なし  やゃあり 砂質上
7 暗褐灰  細かい なし  やゃあり 褐色土と互屈になる、小堅穴か
8  黒褐  細かい なし   やゃあリ ロームブロック含
9 暗褐  細かい ゃやあり ややあリ ロームブロック含、水分含
10 暗褐  細かい ややあり ややあリ ロームIBl移層
■ 女褐  細かい なし  あリ   ツフトローム土

(S=1/40)

第 18図 2グ リッド出土遺物 (S=1/3)
0                  1 0cln
l        l

2は脚部の欠損 した土師器高郭身である。精緻な胎上で雲母粒子と白色粒子を含み、焼成が良好で鈍い

光沢のある赤褐色のきれいな仕上が りである。内面は細かなミガキを密に施 し、外面は放射状にミガキ

暗文を加える。底部と体部の境はやや段をつけて屈曲させる。1と 比較すると胎土・整形・焼成いずれ

も異なってお り、製作者 (地 )が明らかに異なる。31ま 1の上に乗っていた小型壷である。底部が欠損する。

胎土は鉱物粒子が多 く含まれやや砂質で焼成はやや不良。口縁部と体部外面はハケ整形痕を明瞭に残 し、

その上に縦方向のナデ整形を行う。体部内面は指ナデ整形 している。当地方の該期にみられる小型壼と

は胎土・成形技法が異なってお り搬入品の可能性がある。4は包含層中 (3層 )よ り出上 した 8世紀末

から 9世紀初頭頃の甲斐型土師器杯である。ほぼ完形で、底部に墨書で「氷」の一字が記されていた。

口縁に煤が多量に付着 してお り、灯明具として用いられたとみられる。底部は回転糸切 り離 し後手持ち

のヘラ削 りを行い、体部下端にまでおよぶ。内面には放射状暗文を施す。墨書と使用用途に関連がある

のか不明だが、何 らかの行為に使用されたものである。

本遺跡での初めての調査であったが、多 くの遺物が出土 しその内容が祭祀的行為をうかがわせるもの

であったことは驚きであった。この検出内容が遺跡名の「湛え」と関連があるかの判断は尚早であるが、

古墳時代中期と平安時代の 2時期で何 らかの行為があったことは重要である。試掘結果を受けて事業者

とは保護協議を継続中である。周辺地も含めて注視 していかなければならい。
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Ⅶ 千鹿頭社遺跡 (第 10次 )

1.所在地  諏訪市豊田十二ノ木 3967-1
2 調査期間 平成 24年 6月 27日 ～7月 11日
3.調査面積 21だ

4.調査目的 個人住宅建設に先立つ記録保存調査

8.調査概要

千鹿頭社遺跡は諏訪湖西側の緩斜面に立地する集落遺跡で、有賀峠直下に広がる中沢川の扇状地上に

ある (第 19図 )。 有賀峠は諏訪盆地と伊那谷を結ぶ交通の要所として知られ、古代官道の推定ルー トに

もなっている。南西に接する十二ノ后遺跡とは一体の遺跡で、縄文時代から平安時代に至るまで、大規

模な集落が形成されている場所である。過去に 9度 11地点において調査が実施されており、とくに昭

和 49か ら 50年の中央自動車道建設工事に伴う発掘調査で縄文時代から平安時代までの竪穴建物跡を多

数検出し、各時代を通 じて拠点的集落であった可能性が高いと考えられている。

今回、遺跡範囲西側の畑地が個人住宅建設により開発されることとなり、調査を実施した (第 20図 )。

当該地は平成 15年度に試掘調査を実施 しており、平安時代の竪穴建物跡を検出していた (55号 )。 住宅

建設予定範囲の北側半分が遺構にかかることから事業者と協議を行ったが、遺構の現状保存がかなわな

いこととなり、記録保存調査を実施 した。その結果、黒色土中に平安時代の遺構 とみられる硬化面と遺

物出上があり、さらに下層からローム層を掘 り込んだ古墳時代後期の竪穴建物跡を検出した。平安時代

のものは平成 15年度に検出された 55号竪穴建物跡と同遺構で出土遺物が接合するなどした。ただし、

5,調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 竪穴建物跡

7.出土遺物 土器、陶器、石器 (縄文～平安)

提逃築
ぶ 〉

ミⅢ

輪
饗

激

0       100m

ー
第 19図 千鹿頭社遺跡位置図 (S=1/5,000)
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第 20図 調査区位置図 (S三 1/400)

黒色土中であったことから硬化面まで重機で掘 り下げた段階で把握されたため、遺構の規模がはっきり

と捉えられなかった。北側調査区外に続いてお り、北半は残されていると思われる。下層の 56号竪穴

建物跡は南の一隅の検出した (第 21図 )。 遺構の半分以上が調査区外にあるとみられる。カマ ドは検

出されていない。掘 り込みは深 く、40cm以上ローム層を掘 り込んでお り周溝 も検出された。床面直上

で薄い繊維状炭化物が面的に検出された。席のようなものの可能性もある。小竪穴が 2基あり柱穴と推

定した。遺構内覆上が厚かったわりに遺物は少なく、土師器杯や甕の破片が少量出土 した程度である。

第 22図 1か ら 3は 56号竪穴建物跡出上の上師器杯である。1は内外面を漆仕上げとみられる黒色え

理 している。底部は不定方向に削 り、体部から内面は細かくミガキされている。九底で底部端で明瞭に

段をつけ、体部中ほどで屈曲させほぼ垂直に立ちあがる。内側器面には朱のような赤色が全体にみられ

る。2も漆仕上げされている。外面は塗布が薄く暗褐色である。底部は削りののちミガキ、ほかは横方

向に細かなミガキを施す。段はやや弱く、体部は外傾し口縁にかけて内湾している。内面にわずかに赤

色がみられる。3は黒色理理しない褐色のままの上師器郭である。精緻な胎上で焼成も良くきれいな仕
上がりである。2と器形・整形は同様である。56号竪穴建物跡の年代は出土遺物の年代から6世紀後半

と推定される。4か ら 7は 55号竪穴建物跡の遺物とみられる。このほかに煮沸貯蔵具も出上している。

4・ 5は土師器で内面黒色処理され、底部は回転糸切り未調整。内面はヘラナデ痕が底面から放射状にみ

られる。6は須恵器郭で底部回転糸切り未調整で体部は大きく開きロクロロが顕著である。9世紀後半
と推定される。7次調査出上のものと接合した。7は墨書のある須恵器杯の体部である。外面に「子□」
と記される。三字目は破損しており判読できない。55号竪穴建物跡の年代は出土遺物から9世紀後半に

位置づけられる。このほか調査区全体では縄文時代遺物が多く出土したほか、5次調査で出土したカマ

ド形土器の庇部分の破片が出上した。2地点は直線で約 40mの距離がある。

今回の調査では建物跡の一部を検出するにとどまったが、多くの遺物が出土し貴重な成果が得られた。
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56号堅穴建物跡」目注記

層  色調  土質  粘性  しまり     混入物/その他
1 黒   細かい  なし  なし  撹苦L
2 果   細かい  なし  なし  撹者し
3 暗褐  細かい  なし   なし   撹舌し
4 暗褐  細かい  なし  ややあり 自色土合、やや凍化
5 暗褐  細かい  なし   ややあり ,―ムブロック・赤褐色粒含
6 暗栂  細かい  なし  なし
7 暗禍  細かい  なし  なし

Ｎ
孤 8 暗掲  細かい  なし   なし

9 暗褐  細かい  なし   なじ
10 暗褐  細かい  ややあり なし
■ 暗褐  細かい  なし  なし
12 淡暗褐  細かい  なし  あり
13 黄褐色  細かい  なし   あり
14 暗l19J  細かい  なし  なし
15 褐   細かい  なし  なし

黄色粒含

周澁内堆積土、崩落ローム土

黄色粒多量台

黄色上、しまる

ローム土、床

黄色粒含

周・I内4L積士、崩藩ローム土

0                   109R

第 21図 56号竪立建物跡遺構図 (S=1/60)

第 22図 55号 。56号竪立建物跡出土遺物 (S=1/3)

フ

フ司
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Ⅷ 千鹿頭社遺跡 (第 11次 )

1.所在地  諏訪市豊田十二ノ木 3964-1・ 7
2.調査期間 平成 24年 8月 31日 ～ 9月 27日
3.調査面積 59だ
4.調査 目的 個人住宅建設に先立つ記録保存調査

8.調査概要

第■ 次調査区は第 10次調査区の道を挟んだ南側で、直線距離で 15mほ どである。個人住宅建設が計

画されたことから試掘調査を実施し、遺構・遺物を検出したことから保護協議を行ったが、設計変更が

行えず保護ができないことから建物建設部分の記録保存調査を実施した。調査の結果、竪穴建物跡 3棟、

小竪穴 10基を検出し、縄文土器を中心に多くの遺物が出上した (第 23図 )。

57号竪穴建物跡は平面形が方形で南西隅を確認した (第 24図 )。 ローム層を西側で 40cm以上掘り

込み構築されている。規模は南北 5.3m以上、東西 3.2m以上で調査区外に延びている。遺構内覆土は

黒色土で縄文土器と石が多い。柱穴とみられる小竪穴が 1基確認された。不整円形で直径 50cm、 深さ 70c

mあ り比較的深 くしっかりと掘 り込まれている。床面は硬化しておらず、地山が石を多く含む二次堆

積ローム上のため凹凸がある。南西隅で焼上がわずかにみられ、調査区東壁際には平石があった。周溝

ははっきりとしたものは部分的にしか確認できなかった。遺物は覆土から床面に至るまで縄文土器が多

くあり、新しい時代の遺物は 7世紀末 8世紀初頭頃のものがある。建物跡を掘り込む竪穴が東壁中央に

/

⑦渕

50号堅穴建物筋

第 23図 第 11次調査区全体図 (S=1/100)

5。 調査担当 児玉 利一
6.検出遺構 竪穴建物跡、小竪穴
7.出土遺物 土器、陶器、石器 (縄文～平安)

10小堅穴

57号竪穴建物跡

③
Pl
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57号竪穴建物跡土層注記

層  色調  上質  粘性  しまり     混入物/その他
1 暗褐黒  細かい  なし  なし  表土
2 黒灰  細かい  なし  なし  石含
3 黒   細かい  なし  なし  石多量、撹乱
4 黒   細かい  なし   なし   10号 小堅大、灰釉陶器出上、石含
5 暗褐黒  細かい  なし   なし   IO号 小墜穴
6 暗黄褐  細かい ややあり なし   壁崩落土、遺物 月ヽ石含
7 黒   細かい ややあり なし   遺構覆土、遺物‐石多量含
8 黒   細かい  ややあり ややあり 黄 赤色粒含
9 暗黄褐  細かい  ややあり なし   ローム粒含
10 購褐   細かい  ややあり なし   周溝内堆積上、崩落ローム土

C

u8030m

0                                      2m

第 24図 57号竪穴建物跡遺構図 (S=1/60)

5

0                    1 0Cm

第 25図 57号竪穴建物跡出土遺物 (S=1/3)

り灰釉陶器が 2個体出上 した。10号小竪穴としたこの竪穴は、縦 lm、 横 50cm以上で、平安時代の墓

蹟の可能性がある。

第 25図 1か ら5が 57号竪穴建物跡の出土遺物である。1は土師器イで須恵器郭蓋模倣の形態である。

底部は削 り、体部から内面はナデとミガキで仕上げている。6世紀後半頃のもので混入遺物とみられる。

2は非ロクロ整形で内面黒色処理された土師器杯である。底部はやや丸底で削 りとハケロのような痕跡

があり、体部 との境に太 く明瞭な沈線を入れている。内面は底部で段をつけている。出土類例がなく

搬入品の可能性 もある。3は土師質で口径が 10cm程度、器高 3.lcmの小型のものである。焼成不良で

脆い。底部が厚 く体部から口縁にかけて薄くなる。底部外面は粗 く削 り調整している。内面にも削 りのよ

うな痕跡が残る。体部の立ち上 りは垂直に近い。器形や成形技法は該期の須恵器杯に似ているが、特異

フ
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第 26図 58号竪穴建物跡遺構図

58を堅穴建物跡南北
～
レト東壁断面

層  色調  土質  粘性  しまり     濃入物/その他
I 暗褐  細力ヽ  ヽ なし  なし  遺構疲土
2 暗・慕褐 細おヽ  ヽ なし   なし   ローム粒含 黒色土と混合
3 暗黄褐  細力ヽ  ヽ なし   なし   ローム粒合、小JJ物の撹乱あり
4 黄褐  細かい  なし   なし   ローム粒含
も 時黄褐  細かい  なし   なし   ロームプロッ始 、崩落土か
6 暗褐  細力ヽ  ヽ なし   ややあり 周溝堆積士
7 黄褐  細力ヽ  ヽ なし   ややあり 水成増積、周溝堆積土

(S=1/60)

写真 58号竪穴建物跡出土遺物 (縮尺不定)

な遺物である。4は大型の鉢と推定される。口径推定 22cmで ロクロ成形ののち内面は粗くナデて黒色処理

する。5は須恵器杯蓋の口縁部である。内面にかえりがつく。外面は自然釉がかかる。精緻な胎上で固く焼

成されている。口径は推定で 16cmで、かえりは形骸化しており高台イに組み合う器形である。東海地方諸

窯産で 7世紀末のものとみられる。建物の年代は、遺物の年代が不明なものもあるが 7世紀後半から末頃と

推定する。6は竪穴建物跡を掘り込んでいた10号小竪穴より出土した灰釉陶器婉である。半分久損している。

体部上半に淡灰白色釉が施釉され、内面は全体に自然釉もかかる。底部は回転糸切りし、ハの字に外反する

三角高台を貼り付けている。口縁は体部途中からわずかに屈曲させている。精緻な胎上で成形・焼成も丁寧

である。年代は 9世紀後半頃とみられる。同遺構からはもう 1点灰釉陶器が出上したが、底部のみで器厚が

厚く成形もやや雑に仕上げているものであった。

58号竪穴建物跡は斜面上方の南西側壁面を検出し、北半は 57号竪穴建物跡に切られている (第 26図 )。

斜面下方は削平されており堀り込みが判然としない。平面形は円形で、壁は垂直に立ちあがる部分とそうで

ない部分がある。周溝は一部分で確認された。床面は硬化しておらずローム上のままで貼り床ではない。ピッ

トが 5基あり、Plから 3は柱穴の可能性がある。Plと西壁との間に精円形の大きな石があった。壁際を掘

り込んで据えられていたことから柱の押さえとして用いられたものかもしれない。

出土遺物は西側壁際から略完形の縄文土器が 2個体出上した。また、調査区東壁際で礫と混在した状態
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/

/

/

/

/

＼

C―C'断面土層注記

色調

2 朧
3 黄褐
4 黒掘
5 赤褐
6 醐
7 魏
8 醐
9 酪
10 黄褐

いヽ  なし
細かい  なし
細かい  なし
細かい  なし
細かい  なし
細かい  なし
細かい  なし
細かい  なし
細かい  なし
細かい  なし

なし   ローム士赤く変色、焼土
なし   ローム土混、人為的埋め上
硬くしまるローム土層状、凍い、R占り床土

ややあリ ロームブロック含、人為的埋め■
なし   ローム土多ユ、人為的理わ上
あリ   ソフトローム、地山

E         ビ

_047m

第 27図 59号竪穴建物跡遺構図 (S=1/60)

0                   1 0cln

第 28図 59号竪穴建物跡出土遺物 (S=1/3)

◎弾穴

ミ
/

/
/

0                               2m

A4'・ 日―B'断面土層注記

色調   土賓  嬬性  しまり     IF_入物/その他
1 黒灰  細かい  なし  なし  表土
2 黒灰  細かい  なし  なし  tll作 上
3 黒灰  細力

～
 ` なし   なし   耕作と、黒み増す

4 黒灰  細かい  なし   なし   ローお粒合
5 黒   細かい  ややあり なし   軟らかい
6 黒・黄褐 細かい  なし   なし   ローム土混合
7 黄褐  細かい  なし   なし   黒上とローム上混合
8 暗茶褐  細かい  なし   なし   '目と7層の混合
9 暗茶掲  細かい  なし   なし   掘り込み、柔らかい
10 黒   細かい  なし   なし   掘り込み、柔らかい、石灰含
II 黒    細かい  なし   なし   掘り込み、柔らかい
12 暗褐  細かい  なし   なし   ロームとと黒黒土混合
13 黒   細力ヽ  ヽ なし  なし  掘り込み、柔らかい
と4 黒・晴褐 細かい  なし  なし  野菜撹舌し
15 黒灰  細かい  なし   なし   遺構覆土、遺物・石少ユ合
16 黒灰  和かい  なし   ややあり 遺幡覆土
17 暗褐  細かい  ややあり ややあり 周灘堆積上
18 黄機  細かい  なし   あり   床土、ローム上貼り床
le 暗灰禍  細かい  なし   なし   ローム漸移層、地W
20 黄t7J  細かい  なし   ややあリ ノフトロームと、地山

なし   週物・石多II含、
なし   小石 ローム粒含
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で深鉢が出上した。そのほかには破片がわずかに出上した程度である。写真 1は曽利 I式期とみられる深鉢

である。口縁の半分を欠損するが全体の器形・文様は分かる。キャリパー形で口縁は粘土紐貼り付けによる

細隆帯招曲文と格子文で構成され、胴部は瘤付隆帯を 4単位垂下し縦位沈線文を細かく入れる。また、顎部

を巡る隆帯がU字に垂下し刺突文で充填される。写真 2も 曽利 I式期の小型深鉢である。底部が欠損してい

る。円筒状で口縁がわずかに開く。口縁部は4本一組の縦位沈線文を4単位施文するほかは無文である。顎

部は横位隆帯と沈線を巡らす。胴部は 2本一組の刻みを入れた細隆帯を垂下させる。4単位で区画し、沈線

文で満たす。2点 とも床面との間に間層があり、横に倒れた状態であった。建物内に置き去られ、土砂堆積

する過程で倒れた可能性もある。3は東壁際で出土した土器で、底部から胴部下半にかけて残存している。

器厚が厚く重量感がある。隆帯で∩字に区画した中に縦位沈線文を施文したり、刻みの入る隆帯と沈線を施

文する。縄文中期中葉から後葉とみられる。58号竪穴建物跡の年代は出土遺物から曽利 I式期である。

59号竪穴建物跡は石囲炉とみられる小竪穴と建物西側の壁と床を確認した (第 27図 )。 小竪穴が 6基あ

り柱穴であると考えられる。調査当初の遺構確認作業では平面形を把握できなかったが、3号小竪穴として

掘り下げた竪穴が方形で一辺に平石が縦方向に据えられていたことや焼土や炭化物が検出されたことから炉

跡と判断した。また、西側の排水枡設置部分での調査で弧状の掘り込みと硬化した平らな面が検出されたこ

とから床面と判断され、竪穴建物跡と推定した。壁面は垂直で周溝も検出された。硬化したローム上の床を

剥がしたところ小竪穴が検出された (Pl)。 人為的に埋められ新たな床を構築していた。石囲炉の構築石の

掘り方を確認していたところ、北側から人為的に埋められた小竪穴が検出された (9号小竪穴)。 この穴も

上面にローム上が層状にあり硬くしまっていた。Pl・ 9号小竪穴の状況から建て替えを行った可能性が考え

られる。炉と西壁から円を描いた範囲内に柱穴とみられる同形状の小竪穴が 3基ある。調査順に 1・ 6・ 7号

小竪穴としたこの 3基は平面形が楕円形で深さが 60～ 70cmと 似ており、59号竪穴建物跡の新しい段階の

柱穴と推定する。

出土遺物は掘削中から多量に出上したが上面が耕作等によりかく乱されており、流れ込みの可能性もある。

遺構に伴うと判断できるものは、炉内やガヽ竪穴から出土したものに限つた。炉内からは石と混在した状態で

いくつか土器が出上した。第28図 1か ら5は炉内出上の上器である。1。 2は中期中葉とみられる破片である。

1は横位隆帯に斜状沈線文を細かく入れ、隆帯内は凹線を巡らし縄文と波状沈線を施す。2は縄文地文に横

位の断面三角隆帯と楔形文を配す。3か ら 5は中期後葉にかかると思われる。3は縄文地文に渦巻き隆帯を

描く。4は隆帯で区画された櫛形文を施す。5は破損部分から把手の根元部分である。隆帯による渦巻き文

がみられる。6は西側床面より出上した。沈線と隆帯による招曲文である。7・ 8は炉構築より以前に掘削さ

れた 9号小竪穴より出上した。7は粘土貼り付けの小さな把手が付く。縄文施文される。8は角張る口縁で

沈線により区画し縄文と波状沈線文を施す。炉跡内遺物より古く位置づけされる。59号竪穴建物跡の年代

は出土遺物が少なく時間幅もみられるためはっきりとしないが、中期中葉から後葉と幅をもって捉えておき

たい。

10次・ll次調査は個人住宅建設に伴って残念ながら記録保存調査となった。結果は上述のとおりで多く

の遺構・遺物が検出された。千鹿頭社遺跡は十二ノ后遺跡も含めて高速道路部分から 2。 3・ 5。 10。 11次に

かけて各時代の遺構が確認されており、標高 800～ 810mあたりの扇状地内でも傾斜の緩やかな一帯に集落

が営まれていることが改めて確認された。近年、遺跡内での開発が多く、徐々に畑地が宅地へと変貌してき

ている。遺跡を保護していくために最大限の努力をしていきたい。
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Ⅸ 西沢遺跡 (第 1次 )

1.所在地  諏訪市湖南西沢 4767

2.調査期間 平成 24年 10月 18日

3.調査面積 4∬

4.調査目的 個人住宅建設に先立つ試掘確認調査

5.調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 なし

7.出土遺物 陶器、磁器 (近代 )

8,調査概要

西沢遺跡は諏訪湖南西の守屋山麓山裾から平坦部にいたる間に広がるやや急傾斜の扇状地にあたる (第

29図 )。 風穴山龍雲寺周辺の北東向き斜面にあたり、東西約 210m、 商北約 200mの範囲が縄文時代遺物の

散布地として把握されているが、過去に調査が行われたことはなく遺跡の内容は不明である。

今回、個人住宅建設に先立ち試掘・確認調査を実施した。対象地内に 2m× 2mの試掘坑を 1箇所設定し、

人力により掘り下げを行った (第 30図 )。 その結果、近代以降の陶器 。磁器片が表土 。2層 より出土したが、

近世以前の時代の遺物は出上しなかった。耕作上が約 20cm、 その下層は石を多く含む黒色土、40～ 50cm

掘り下げたところから石を多く含む二次堆積ローム土層となった (第 31図 )。 遺構は検出されなかった。

当該地は斜面傾斜がやや急であり、集落などが想定されにくい。西側は寺院・高速道路と急斜面に密集し

ており、遺跡があるような土地は見当たらない。ただし、東側は下るにしたがい緩傾斜となるため、遺跡の

ある可能性はある。包蔵地内に限らず隣接地も含めて遺跡の有無に注意を払っていきたい。

第 30図 調査区位置図 (S=1/400)

804 0m

2 黒   細かい なし  なし  小石多量
3 黒   細かい なし  なし  竪穴、石多量、石廃莱穴か
4 黒   細力ヽ  ヽ なし  なし
5 暗黄褐  細かい なし  ややあり 二次増積ローム土、石・砂含

31図 グリッド北壁断面図 (S=1/40)0       100m

ー第 29図 西沢遺跡位置図 (S=1/5,000)

-18-



X 大安寺遺跡 (第 13次 )

1.所在地  諏訪市豊田平林 3589-1

2.調査期間 平成 24年 10月 24日 ～ 25日

3.調査面積 9だ

4.調査目的 個人住宅建設に先立つ試掘確認調査

0          100m

ー
第 32図 大安寺遺跡位置図 (S=1/5,000)

8,調査概要

第 13次調査区は遺跡範囲の北端で、第 12次調査区とは正反対の位置関係である (第 32図 )。 休耕畑で個

人住宅建設が計画されたことから、試掘調査を実施した。対象地内に lm× lmのグリッドを 9箇所設定し、

人力で掘り下げを行った(第 33図 )。 その結果、表上の耕作土は10～ 20cmで、下層はやや黒色味を増す土層、

40cm程度で礫の多い二次堆積ローム土層となる (第 34図 )。 斜面下方の 7～ 9グリッドでは 10cm程度の

表上下にローム土層が検出された。造成によってローム層上面まで削平されている状況であると判断された。

今回の調査では遺構 。遺物とも皆無で、斜面地を畑地に造成したことによる削平痕跡がみられた。大安寺

遺跡の集落域の北側端については、第 9次調査区で弥生時代後期の竪穴建物跡 2棟が検出されているため、

今回の調査区との間で集落が途切れると推定される。道を挟んだ北側は清水遺跡であるが、遺構が確認され

ているのは斜面上方の県道沿いの土地である。今回調査区から北側にかけては扇状地の中でも下方で傾斜の

強い土地に位置しており、集落形成には不適な場所であったと考えられる。

第 33図 調査区位置図 (S=1/600)
7915m

5.調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 なし

7.出土遺物 なし

呪  写
日
3G

g   昂  需
厨  露  据

lC】ヒ壁断面

β  色調  土質  粘性  しまり    lFL入 物/その他
1 暗灰   細かい なし  なし  茅1作上、石多量
2 黒   細かい なし  なし  石多五、上質柔らかい
3 暗黄4B色 細かい なし  なし  二次堆積ローム、石多量

第 34図  1グリッド北壁断面図 (S=1/40)
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8.調査概要

大和遺跡は霧ケ峰西山麓から連なる大見山山麓を源とする千本木川の扇状地上、諏訪湖東岸の西向き斜面

に立地する (第 35図 )。 遺跡の範囲は東西約 200m、 南北約 150mで、平成 11年度に 1度調査が行われ多く

の遺物が出土したが遺構の検出はなかった。ただし、千本木川対岸の漆垣外遺跡や上流の台御堂遺跡では縄

文時代から平安時代にかけての遺構 。遺物が検出されていることから、大和遺跡でもその存在は十分に想定

されるところであった。

今回、遺跡範囲西端の畑地で個人住宅建設があり、事前に試掘調査を実施した。当該地あたりを境に西側

が一段低くなり、諏訪湖の低地へと下り続けていく。住宅建設予定範囲に東西 2箇所の試掘坑を設定し人力

により掘り下げを行った (第 36図 )。 1グリッドでは表土下の黒色土より多くの縄文土器が出土し、特に前

期前葉までの上器が多く出土した。地表下 90cmほ どでローム漸移層となりその下からは大小様々な石を多

量に含む二次堆積ローム土層が確認された。遺物は漸移層まではみられたが以下には含まれず、遺構の検出

はできなかった。

1.所在地  諏訪市大和 2-11■ 6

2.調査期間 平成 24年 11月 9日 ～ 12日

3.調査面積 6だ

4.調査目的 個人住宅建設に先立つ試掘確認調査

XI 大和遺跡 (第 2次 )

5.調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 なし

7.出土遺物 土器、石器 (縄文～平安 )

4橋

「

軒悧I~~
0         10m

第 36図 調査区位置図 (S=1/400)

螂 逮茎苫|ド咲

第 35図 大和遺跡位置図 (S=1/5,000)
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2 暗褐鼻  細かい なし  やゃあり 遺物包含、小石含
3 黒   細かい なし  ややあり 遺物包含層、白色粒含
4 黒   細かい なじ  やゃあり 黄色粒含、3層より褐色味増す

第 37図 2グ リッド北壁断面図
(S=1/40)

2グリッドも厚い黒色土層中から多くの上器が出上し、■Ocm

まで掘り下げたがローム層まで確認することはできなかった

(第 37図 )。 工事による掘削はローム層まで達しないことが

判明したため調査を終了し、基礎掘削工事時の立会により注

意を払うこととした。

調査面積が 6だと狭いながら出上した遺物量は多く、コン

テナ 2箱ほどになった。しかも時期が縄文時代早期末から前

期前葉に集中しておリー括性もあった。出土量で最も多いの

は無文薄手の中越式上器の一群である。また、黒耀石の出土

も多く、石鏃、石匙が出土した。石鏃側縁上部を決る形状の

ものがある。また、チャートの有茎石鏃も出土している。粗

割りした原石や剥片も出土している。これらとは別に、古墳

時代および平安時代頃の須恵器・土師器破片もわずかに出土

している。

出土遺物のなかで特徴的なものを掲載した (第 38図 )。 1・ 2が押型文土器で、1は楕円文を横方向と縦方

向に施文する。2は山形文である。早期の細久保式上器である。3か ら 6が絡条体圧痕文を有する土器で繊

維を多量に含む。3・ 6は口唇部にも施文する。5。 6は横位の隆帯貼 り付けがある。7・ 8は撚糸文施文の上

器で繊維を多量に含む。9か ら 14は前期初頭の羽状縄文系土器である。9か ら11は繊維を含み、12か ら 14

は含まない。11の口縁は帯状に肥厚させている。12・ 13の口縁は指ナデし肥厚させない。14の口縁は棒状

工具で押圧し細かな山形にする。15か ら 17は早期末とみられる東海条痕文系土器である。15は波状口縁で

低隆帯貼 り付けの上から斜状条痕文施文する。口唇部はまばらに刺突文がみられる。16は平口縁で断面四

角形、波状の隆帯を貼 り付けてから斜めに条痕文施文する。17は平口縁で波状隆帯貼 り付け、貝殻腹縁部

で細かく爪形文のような沈線を入れる。繊維を含んでいる。18はナデにより整形された無文地に横方向の

連続した爪形文を施文している。19か ら 26は前期初頭の中越式上器とみられる。指頭押圧による成形で器

厚を薄くし、無文のものと沈線文を入れるものとがある。沈線文には斜状や格子状のものがある。26は波

状口縁に短隆帯を貼り付け、沈線による刻みを入れている。21は繊維を含み、23はわずかに繊維のような

痕跡がみられる。24は平口縁で口唇部に棒状工具で押圧して細かな施文を施す。27は繊維を含む前期前葉

の関山式上器とみられる。波状口縁で細粘土紐を環状に貼り付け先端が口縁内面に至る。隆帯に細かく沈線

を入れる。胴部は半裁竹管状工具による沈線文と瘤貼付文で構成される。28は晩期の鉢である。4条の沈線

を施文する。

今回の調査では縄文時代早期末から前期前葉の遺物が定量出上した。第 1次調査では出土した縄文土器が

中期から後期のものが中心であったのとは様相が全く異なっている。千本木川を挟んだ対岸の漆垣外遺跡で

も、斜面下方の第 2次調査区では早期末から前期前葉の遺物が定量出土しており、上方の第 4次調査区では

中期末から後期初頭の遺構が検出されている。扇状地の扇頂部は中期から後期の集落があり、扇央部から扇

端部にかけては早期から前期の遺構があると推定できるだろうか。調査例は少ないが、千本木川流域の遺跡

群を一体的に考え詳細に迫っていきたい。
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第 38図 大和遺跡出土遺物 (S=1/3)
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XⅡ 漆垣外遺跡 (第 5次 )

1.所在地  諏訪市大和 2-11085-1・ 2

2.調査期間 平成 24年 11月 13日 ～ 14日

3.調査面積 12ゴ

4.調査目的 個人住宅建設に先立つ試掘確認調査

５

　

６

　

７

調査担当 児玉 利一

検出遺構 なし

出土遺物 土器、石器 (縄文～古墳 )

8.調査概要

漆垣外遺跡は諏訪湖東岸にある千本木川の氾濫等により形成された扇状地に立地する縄文時代から平

安時代の遺跡である (第 39図 )。 この千本木川が注ぎこむ諏訪湖沖の湖底には曽根遺跡が立地している。

また、本遺跡と同じ左岸上流には縄文時代前期から平安時代の集落跡が検出された台御堂遺跡が存在 し

ている。漆垣外遺跡の範囲内は宅地として早 くから土地利用されていたこともあり、遺跡の内容につい

ては不明な状況であったが、近年の調査で縄文時代中期末後期初頭の敷石建物跡が検出されるなど徐々

に把握されてきている。

今回個人住宅の建て替え工事があり、既存建物解林後に試掘調査を実施 した。南北 2箇所にトレンチ

を設定し掘 り下げを行った (第 40図 )。 その結果、当該地は既存住宅建設時の造成で黒色土は大きく動

いており、また、河川氾濫などよるとみられる砂礫を多 く含む堆積 もあった (第 41図 )。 ローム面まで

掘 り下げたが遺構は検出できなかった。わずかに出上した遺物は、縄文中期から後期の遺物と須恵器甕

片である。宅地利用されていたこともあり上壌の状況は良くなかったが、出土遺物からは扇状地内の時

代ごとの立地傾向が確認できたことは貴重である。

第 40図 調査区位置図 (S=1/400)

808 4m

2 黒   細かい やゃあり ややあり 月ヽ石・黄・赤褐色粒含
3 暗桐  細かい なし  ややあり 礫参量、ローム土断移層
4 階黄褐  i4かい なし  ややあり 二次堆積ローム土

0           1m

第 41図 1グ リッド西壁断面図 (S=1/40)
第 39図 漆垣外遺跡位置図 (S=1/5,000)
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XⅢ ジャコッパラh7遺跡 (第 2次 )

1.所在地  諏訪市四賀霧ケ峰7718-3・ 67

2.調査期間 平成 24年 11月 28日 ～30日

3.調査面積 9ご

4.調査目的 太陽光発電所建設に先立つ分布調査

5.調査担当 児玉 利一

6.検出遺構 なし

7.出土遺物 なし

8.調査概要

ジヤコッパラ遺跡群は霧ヶ峰南麓の標高約 1300～ 1600mに分布する 23箇所の遺跡の総称で、旧石器時

代から縄文時代を主体とする。平成 3～ 10年度に行われた黒耀石原産地遺跡分布調査によって旧石器時代

の石器製作関連遺構や縄文時代の陥し穴が多く検出された。そのうち、ジヤコッパラh7遺跡は同陥1遺跡

と同一尾根上の北側に位置し、また同N配 遺跡からも至近の位置にある (第 42図 )。 南北約 100m、 東西約

80mが範囲となっているが、未調査地が多く範囲が拡がる可能性がある。表面採集により黒耀石製石核が発

見されているが、平成 4年度の市道建設に先立つ発掘調査では遺構 。遺物とも発見されていない。

今回、旧牧場地にて太陽光発電所建設計画があり、事前に遺構分布確認のため試掘調査を行った。9箇所

に試掘坑を設定し掘り下げたが、いずれも遺構・遺物とも検出されなかった。堆積土層は調査区内でほぼ同

じであった (第 48図 )。 地表から 30cm程度の黒色上、25cm程度ローム漸移層、ソフトローム層、地表下

約 lmでハードローム層に達した。調査面積がやや少ないが、黒耀石の一片すら出土しないことから、遺跡

の分布は無いと判断された。霧ヶ峰高原は広大で未調査地が多くある。開発行為に先駆けて適切な対応を実

施していきたい。

0                 1m

3C酉竪断面

層  色調  土質  粘性  しまり    混入物/その他
1 黒   細かい あり  なし  表上
2 暗灰黒  細力ヽ  ヽ あり   ややあリ ローム漸移層
8 暗黄褐色 細かい なし  ややあリ ソフトローム土、黒色土少量含
4 黄褐  細かい あり   ややあリ ソフトローム
S  黄褐  細かい あり   硬い  ハードローム

第 43図 3グ リッド西壁断面図
(S=1/40)

第 42図 ジヤコッパラNo.7遺跡位置図
(S=1/10,000)

0       200m

一
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u適跡発掘調査報告尼
甲県諏訪市内置跡楽謝署

諏訪市埋蔵文化財調査報告

著 利 ―

築

所 に詩逼肇:― ZZ-3U  召目言きUZ66-も Z-4141
行 H i3月 25日

ふ ワ か 】嵌 ふ ワかな ―   ト 珂ヒ  湘阜 票  縫
調査期間 調 査 原 因

所 在 地 遺跡番号 積 �

20206 36°  02′  64″ 138°  13′  22″

ZUIZ.3. 14

2012.3.15
4
個人住宅建設に係
る試掘・確認調査ミシャグチ平遺動

諏訂市四貞甲池
5875-2・ 6

よかみちいせき すわし  とよだなかみち

20206 36°  01' 97″ 1389 08′  70″

2012.4.16

2012.4.17

個人住宅建設に係
る試掘・確認調査中遭遺跡

認 勃 中 童 MH甲週
3431-1・ 3432-1

Eいあんじいせき すわし  こなみさかいじめ

20206 36°  01′  62″ 138°  08' 97″

ZUIZ.3. 10

2012.5.17

個人住宅建設に係
る試掘・確認調査大安寺遺跡

諏万下河雨境注運
7182-5・ 18。 19

いなみざわいせき すわし  もとまち

20206 36°  04′  12″ 138°  12′  55″ 2012.6.11
集合住宅建設に係
る試掘・確認調査南沢遺跡

認 訪 中 死 HJ

5767-1・ 7・ 8

歩るたたえいせき すわし しが やまざき

20206 36°  02' 03″ 138°  13' 71″

ZUIZ.6. lも

2012.6.20

質貸住宅建設に係
る試掘・確認調査昼タタエ遺跡

諏訂雨四貞山爛
4317-1

与力ヽとうしゃいせき すわし  とよだじゅうにのと

20206 36°  02′  14″ 138°  08′  18″

2012.6.27

2012,7.11

国人住宅建設に係
る記録保存調査千鹿頭社遺跡

諷 訪 巾 重 山 † _ノ 不
3967-1

うかとうしゃいせき すわし  とよだじゅうにのき

20206 138°  98′  20″

ZUlZ.も .31

2012.9.27

個人住宅建設に係
る記録保存調査千鹿頭社適跡

諏訪市豊田十二ノ本
3964-1・ 7

こしざわいせき すわし  こなみにしぎわ
36°  01′  01″ 138°  09′  30″ 2012.10.1ど

西沢適跡
諏訪市湖南西沢4767 円 八 ヒ 毛 廷 護 に 孫

る試掘・確認調査

ていあんじいせ占 すわし  とよたひらばやし

20206 36°  01′  79″ 138°  08′  70″

2012.10.24

2012.10.25
9
個人住宅建設に係
る試掘・確認調査大安寺遺飾

認 勃 巾 量 鵬 半 杯

3589-1
6わいせき すわし  おわ

3 36°  05' 80″ 138°  11′  51″

Zυ !Z. 11.V

2012.11.12
6
個人住宅建設に係
る試掘・確認調査大和還跡

諏訂 TF大和 2-lll16

すわし  おわ

20206 6 36°  05' 86″ 138°  11′  62″

2012.11.13

2012.11.14

個人住宅建設に係
る試掘・確認調査森垣外遺跡

諏訂市六 4rl

2-11085-1・ 2

こっばらなないせき

36°  07′  50″ 138°  16′  37″

Z01Z. II.ZU

クr11, 1l tr
9
太陽光発電所建設
に係る分布調査

ジヤコッ′(ラ
Nd 7漬 跡

諏訂市四貞霧ケ峰
7718-3・ 67

所 収 道 跡 おヨ  汚lJ 主な時代 王 な 通 硝 王  な  還 〃 将記事項

ミンヤクチ i

i〉歪子

半 賢・ 甲 ロ

地 余 長・ 半 女

・ 粂 塵・ 半 翌

鷲 輩 バ 姪 靱 即 二

。ど準と壇ど 翌穴建M跡。4ヽ竪穴 土

I瞬留こ

主 語・ r4喬
土器・石器

ジャコッパラh7議 飾 I

要 約

ミシャグチ平遺跡第2次 :硬化面を検出c弥生時代後期前半土器出上。
中道遺跡第5次 :遺構・遺物なし。
大安寺遺跡第12次 :遺物少量出土。
南沢遺跡第2次 :遺物少量出土。
昼タタエ遺跡第1次 :古墳時代中期土師器集中遺構検出。「氷」墨書の甲斐型土師器杯出上。
千鹿頭社遺跡第10次 :古墳時代後期と平安時代の竪穴建物跡を検出。
千鹿頭社遺跡第11次 :縄文時代中期と古墳時代後期の竪穴建物跡、小竪穴を検出c
西沢遺跡第1次 :遺物少量出土。
大安寺遺跡第13次 :遺構。遺物なし。
大和遺跡第2次 :縄文時代早期末から前期前葉の上器出上。
漆垣外遺跡第5次 :遺物少量出土。
ジャコッパラNG 7遺跡第2次 :遺構・遺物なし。
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図版 1

グ リ ノド】ヒと釜 1萄から)

ト ー
ド _、
__

中道遺跡調査区全景 (西から)

ミシャグチ平遺跡調査区全景 (東から)

1グ リッド完掘 (南から)

大安寺遺跡第 12次調査区全景 (南から) 1ト レンチ完掘 (南から)

ヽ

エ

(南から)南沢遺跡調査区全景
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図版 2

昼タタエ遺跡調査区全景 (北から) 2グ リッド遺構確認面 (南から)

2グ リッド土器集中下層の上器

千庇頭社遺跡第 10次調査区全景 (南東から) 調査区遺構確認面 (東から)

第 11次調査区全景 (南東から。右奥は 10次調査区)
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図

第 11次調査区全景

輩i・li

(】ヒから)

liこ:

(】ヒから)

第 11次調査区排水枡部分全景 (南から)

58号竪穴建物跡 (東から) 58号竪穴建物跡遺物出土状況

58号竪穴建物跡完掘 (東から) 59号竪穴建物跡炉跡 (東から)
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図版 4

‐   ぎ幹|

59号竪穴建物跡炉跡・9号小竪穴 (東から)

ヶ 与■i:

|:=|

1孝万=〔
Ⅲ,  i文

59号竪穴建物跡完堀 (南から)

7号小竪穴 (北から)

l it

ド完堀 (南から)

気
■

1号 。2号小竪穴 (東から)

一

て
中　
，ミ
争一
　
　
　
，

,|||・
5号小竪穴 (南から)

6号小竪穴 (東から)

西沢遺跡調査区全景 (東から)
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図版 5

lグリッド完堀 (ラ種から)

ド完掘 (南東から)大和遺跡調査区全景 (南東から) 2グ リッ

漆垣外遺跡調査区遠景 (東から) 1グ リッド西壁 (南から)

■
ｆ

3グ リッド西壁 (東から)ジヤコッパラ No.7遺跡調査区全景 (東から)
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図版 6

ミシャグチ平遺跡出土遺物

昼タタエ遺跡出土遺物

5

千鹿頭社遺跡 55号・56号竪穴建物跡出土遺物

千鹿頭社遺跡 57号竪穴建物跡出土遺物
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図版 7

千鹿頭社遺跡 59号竪穴建物跡出土遺物

一警

轟

琴28磁
大和遺跡出土遺物
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